
団体名 桃山学区防災ミーティング

団体概要

名古屋都市センター まちづくり活動助成

令和２年度 活動報告レポート「スタートアップ部門」

２

名古屋市緑区の桃山学区で、学区・町内会・関係団体と共に助け合いによる防災
活動の取り組みをしている集まりで,今年で３年目を迎えています。

大地震等による災害の時、備えが十分でなかったり、高齢化等により防災活動が
十分にできない心配があるので、私達は地域をつなぐミーテイング（話し合い）の
輪を作り、地域の協力による防災態勢づくり、全町内会の防災力の強化、助け合い
の仕組みづくりに取り組んでいます。

活動名：地域の連携協力による防災力強化と助け合いの環境づくり

１

全体ミーテイングの様子（コロナウイルスの感染対策実施中）

活動内容と実施結果

活動目的 活動内容 得られた成果

全体ミーティングを１回実施
（3回計画を修正）

個別ミーティングは全く出来ず
（手紙と電話打合せに変更）

情報伝達訓練を実施
（総合防災訓練を分割して実施）

学区本部、避難所の運営に参加
（活動範囲を拡大）

地域防災計画、防災マニュアルづくり
は低迷
（世話人会議での打ち合せ迄）

防災計画の案及び防災調査の考え方を整理し
たが、進展は図れず

防災責任者の複数人化に対応
（引継ファイル、ビブス等の追加配
付）

複数体制に着手、用品を確保することが出来
たが成果は次年度以降

全体ミーティングの一回開催により休止状態
は回避したが、個別の打ち合わせが全く出来
ず、組織内の意思疎通が十分でないまま年度
末を迎えた
ミーティングの大切さを再認識した

コロナ禍でも可能な訓練を実施、限定的な内
容であったが、「工夫」「気づき」等もあっ
て情報伝達の意義を考える場となった

地域防災計画の基点となる学区本部について
考える機会が出来た

地域防災力
の強化

助け合いの
仕組みづくり

地域の安全
度向上

カリキュラム 自己紹介、活動紹介 話し合い内容の紹介



名古屋都市センター まちづくり活動助成
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情報伝達訓練についていただいた意見等（全体ミーティング）

「防災調査」について出された意見等（全体ミーティング）

電話＋LINE、メールの併用が効果的

接続不良、電話に出ないお宅の対応が必要
伝達手段

実践的な訓練はやっておくべき

必要なことだが事前の学習が無いとうまく出来ない
訓練内容

日常のコミュニケーションが大切

高齢者には別の連絡手段が必要

町内会未加入者の扱いが曖昧

課題

防災活動の開始を要請す
る時の伝達訓練でした

発信者 伝達事項 受信者

学区・本部
連絡担当

①〇〇町内会防災責任者の〇〇さんですね。今から防災訓練

の情報伝達をします。

②桃山学区の災害救助本部が午前8時に桃山小学校に設置

されましたので、〇〇町内会の防災活動を開始をお願いしま

す。町内会の防災委員に連絡して、マニュアルに基づき活動

を進めてください。

③町内会の防災委員さんへの連絡が終わったらお知らせくだ

さい。よろしくお願いします。

④以上で情報伝達を終わります。時刻は〇〇時〇〇分です。

町内会
防災責任者

発信者 伝達事項 受信者

町内会
防災責任者

(防災訓練の連絡をします）

学区本部から防災活動開始の要請があったので　今から、町

内会の防災活動開始の連絡をします。

（防災訓練の連絡は以上です）

町内会防災
委員

発信者 連絡事項 受信者

町内会
防災責任
者

(防災訓練結果の連絡をします）

〇時〇〇分までに町内会の防災担当宛の連絡を終えました

訓練結果の詳細は後日、桃山コミセンに届けます

（防災訓練の連絡は以上です）

学区・本部
連絡担当

①町内会
の防災責
任者への
連絡

②町内会
防災委員
への連絡

③学区・
本部への
連絡

町内会防災責任者への連絡時のセリフ

町内会の組名

③防災活動支援者になっていただけるかどう かお尋ねします

④災害への備えについてお尋ねします　 (該当すると こ ろ◯を付けてく ださ
い）

②災害のと き避難等に支援が必要かどう かお尋ねします

＊世帯を代表する人の名前　 (カタカナで記
載）

＊住居表示　 (町名、 番地、 戸番など）

①安否確認の対象と なる家族の人数をお尋ねします

桃山学区・ 防災調査シート （ 案）

所属する町内会名

防災調査とは

　災害の時、町内会の防災活動で安否
確認や要援護者支援等を確実に行うた

めに確認資料を事前に整備する必要が

あります
資料作りのために世帯数や居住者数、

要援護者数などを把握する調査するも
のです

「 調査」 がう まく いく か不安がある

町内で助け合いをするための資料になるので良い

試行的にやってみて実際に運用できるかどう か確かめたい

町内会におけるDATAの管理、 運用方法を考える必要がある

個人情報を含むDATAの管理ができるかどう か心配

調査方法 従来の世帯数調査に付加又は連結する方法が好ましい

実施可否

情報管理
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「桃山学区防災NEWS」は学区内の防災の動きなどをお知らせする定期発行の広報誌として年４回お届けしています。
桃山学区防災ミーティングは名古屋都市センターから活動助成をいただいて活動しています。
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LINEで情報伝達
（８月の情報伝達訓練）
情報伝達訓練もコロナウイルス感染

を防ぐために、電話連絡を中心にしま
した。

大規模地震により災害が起きたとき
を想定して、桃山学区の本部から災害
対策委員や町内会の防災責任者に「防
災活動の開始」を連絡し、防災責任者
は町内の防災担当者に「拠点づくり」
を連絡するという内容でした。

午前中の２時間程の訓練に約１７０
名が参加して行いました。 伝達方法
は電話の他にメールやLINEグループを
使った方法も行われて確実性が高まり
ました。
令和３年度も情報伝達の訓練を行い、

マニュアルとして整備して行きます。

コロナ禍の防災活動
コロナウイルス感染症との戦いが続く中で、もし災害が起きたとした
ら、、、自分自身は素より地域の防災活動ではどうすればいいのか？
防災活動の中で感染のリスクが大きいのは、多数の人が集まる避難所生活
の中といわれています。 避難所でのコロナ対策は名古屋市が感染対策を含
む運用マニュアルの作成など支援してくれているので、これを基に取り組む
ことになります。 町内会の防災活動で安否確認や救出救護をするときにも
ウイルス感染のリスクがあるので必要な感染対策をして活動することにして
います。

今年も
よろしく
お願いします

「地域防災計画」づくり
防災計画は、災害時に桃山学区の中で「何を、どのよう

に進めるのか」といった災害時の具体的な行動や手順を示
すものです。
いつ来るか分からない災害に備えるには計画づくりを急

ぐ必要があるのですが、実効性のある内容にするために各
町内会の意見を聞くための話し合いを続けて来ました。

昨年は、コロナ禍の中で十分な話し合いが出来ず、半ば
動きが止まった状況でしたが、 年末に「地域防災計画の
概要（案）」「防災調査（案）」を各町内の防災責任者に
お届けするところまで来ました。 今後、町内会の皆さん
と更に話し合いを重ねて令和３年度中の取りまとめを目指
しています。

桃山学区防災本部（避難所開設訓練11/8）
避難所の立ち上げ訓練が桃山小学校で行われました。

今回は、町内会の活動を支える学区本部の動き方の説明も加わ
り、学区本部の活動全体を知ることが出来ました。
実際の災害では今回の説明のようにはできないかもしれませ

んが、一つ一つの動き方を確認するとともに学区全体で取り組
む総合防災訓練の積み重ねにより態勢づくりを進めて行きます。

防災調査とは
災害の時、町内会

の防災活動で安否確
認や要援護者の支援
をするための資料を
整備するために、事
前に、世帯数や住民
数、要援護者などを
把握する調査です
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